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では   
・ロック獲得までの最悪実行時間を定めることができる  
・スタベーションが発生しない  
・コア数の増加による処理時間の増加が O(n)になる  
ことを検証しており，有用性も存在する．  
 さらに各コア内における，割込み処理のスケジューリング処理や排他制御，同期
処理のハードウェア化には新規性が存在する．そして，ハードウェア化によって割
込み処理のロック獲得時間の一定時間化や高速化を検証しており，有用性が存在す
る．  
以上のように，本論文は，博士学位論文として十分な新規性と有用性を備えてい
る．したがって本論文の審査結果を「合格」とする．  
